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i 

 

はじめに  

我が国は、長期的な目標として 2050 年までに 80％の温室効果ガスの排出削減を目指す

こととしている。また、フランス・パリにおいて昨年度開催された国連気候変動枠組条約第

21 回締約国会議（COP21）においても、世界共通の長期目標として２℃目標のみならず 1.5℃

への言及がなされた「パリ協定」が採択される等、世界各国において長期的な目標を見据え

た温暖化対策が進められている。 

再生可能エネルギーの導入拡大は、温暖化対策の重要な柱であり、中長期的視点に立って

取組を進めていくことが重要である。 

本業務では、諸外国における先進事例や我が国の再生可能エネルギー事業者の状況を把

握するとともに、温室効果ガス削減に向けた再生可能エネルギーの導入拡大方策や、再生可

能エネルギー導入拡大による社会経済的影響について調査・検討を行うものとする。 
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要約  

第 1 章では、我が国、欧州各国、米国、中国、韓国における再生可能エネルギーの導入実

績及び見通しを調査した。さらに、これら諸外国における再生可能エネルギーの政策動向に

ついても整理した。 

 

第 2 章では、国内外における再生可能エネルギーの普及動向の現状を調査した。さらに文

献調査・簡易将来推計・ヒアリング調査を通じて、日本国内における再生可能エネルギー導

入政策の課題を抽出し、対応策を検討した。 

 

第 3 章では再生可能エネルギー対応としてのデマンドレスポンスに着目し、関連技術動

向調査、量的ポテンシャルの把握や、電力需給モデルを用いた定量評価を行い、今後、再

生可能エネルギー対応として必要になるデマンドレスポンスの種類・役割を分析した。ま

た、主に米国での再生可能エネルギー対応としてのデマンドレスポンスの活用施策の調査

を行い、我が国でもデマンドレスポンス資源を利用・定着させていくために必要な事項を

検討した。 

 

第 4 章では再生可能エネルギー熱の利用促進方策の検討として、有望な活用先となる地

域や建物用途を特定するため、住宅及び業務用建物における熱需要の推計、再生可能エネル

ギー熱の導入による効果の推計などを行った。また、特定した地域において、再生可能エネ

ルギー熱の有効活用方策を検討するため、複数建物間での熱のシェア、地域熱供給エリアに

おける清掃工場排熱の活用策について、その CO2 削減効果などの試算を行った。 

 

第 5 章では、海外における各種電源の環境対策費用（例えば炭素価格）の考え方やコスト

低減に資する技術開発の見通しを整理した。さらに、再生可能エネルギーの更なる拡大の可

能性を発電コストや技術革新等の面から整理した。 
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Summary 

 

In Chapter 1, we investigated introduction amount of renewable energy in Japan, European 

countries, the US, China and Korea. In addition, the policy trends of renewable energy in these foreign 

countries were also arranged. 

 

In Chapter 2, we researched the trend of introduction of renewable energy in the inside and outside 

the country. Furthermore, through the reference, future estimation, and hearing survey, we identified 

the problem and the measure in order to expand renewable energy in Japan. 

 

In Chapter 3, we focused on demand response (DR) for dealing with renewable energy in electricity 

system. We surveyed related technology trends, assessed the amount of DR potential and evaluated 

DR role using a computational model of electricity system. We also studied political measures for 

utilizing DR for dealing with renewable energy in United States. Thus we organized issues to be 

verified to utilize and radiate DR resources in Japan. 

 

In Chapter 4, as a study of measures to promote the use of renewable heat, we identified promising 

area and building use by estimating the thermal demand in residential and commercial buildings and 

estimating the effect of introducing renewable heat. Furthermore, in order to examine the effective 

utilization of renewable heat in the identified area, we calculated the CO2 reduction effect on the heat 

share among multiple buildings and the use of waste heat from the cleaning plant in the district heat 

supply area. 

 

In Chapter 5, we summarized the outlook for technological development that contributes to cost 

reduction and the method of power generation cost of various power sources in overseas. Furthermore, 

the possibility of further expansion of renewable energy was verified from the viewpoint of power 

generation cost and technological innovation. 

 

 

 

  


